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～とりせふ SDGs 工作プロジェクト～ 

 

【企画】 

鳥取市内の公民館で SDGs 工作イベントを開催する１ 

 

【内容】  

  鳥取市内の公民館で、本来、ゴミになるもの（例：牛乳パックやトイレットペーパーの芯等）を用い

た SDGs 工作イベントを行う。工作という切り口を通して、楽しみながら子どもたちに SDGs を知っ

てもらう。 

 

【目的】 

① SDGs を楽しく普及させる 

→鳥取の未来を担っているのは、子どもたちである。そのため、子どもの頃から SDGs に触れ、考 

える機会を持つことが、鳥取における持続可能な地域づくりにつながると考える。しかし、多く

の子どもたちにとって SDGs は、自分の生活と距離があり、どのように関わればよいのか分か

りにくいものかもしれない。そこで、工作という子どもに興味を持ってもらいやすい切り口を通し

て、SDGs について楽しく学べる機会を提供することで、まずは SDGs に興味・関心を持っても

らうことを目指す。 

② 地域住民の集まる場の創出 

→公民館で私たち大学生がイベントを開催することで、地域の子どもたちやお年寄りの方が外 

に出るきっかけをつくる。そして、多世代間の交流を促進することで、地域に活気を生み出し、 

よりよい地域づくりにつなげることを目指す。 

③ 地域活性化への貢献 

→公民館で SDGs 工作イベントを開催することで、地域の子どもや高齢者が集まり、多世代間 

の交流が生まれ、公民館の活用が促進されるとともに、地域活動への参加のきっかけとな 

る。また、SDGs 工作を通じて、子どもたちが地域の環境や社会課題に関心を持つ機会を提 

供し、地域企業や団体と連携することで、地元資源を活かした活動や循環型の地域づくりに 

も貢献し、地域全体の活性化につなげることを目指す。 
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【活動実績】 

 ・鳥取市内の公民館で計 11 回のイベントを実施。 

  →(８/９ 明徳地区公民館、10/20 明徳地区公民館、１０/２７ 宝木地区公民館、１１/３ 美保 

     地区公民館、１１/９ 宮ノ下地区公民、12/14 湖山西地区公民館、１２/２１ 日進地区公民 

館、１/１８ 面影地区公民館、２/１ 遷喬地区公民館、３/８ 豊実地区公民館、３/１５ 面影地 

区公民館） 

・企業の方との連携 

  →①中国電力 さま 

      中国電力さんが行っている「わくわく E スクール」の出前授業×TORICEF SDGs 工作の 

コラボイベントを 2 回実施。(写真④、⑤) 

子どもたちがエネルギーや環境問題について学びながら、工作を通じて SDGs をより身近 

に感じる機会を提供する。エネルギーの大切さを学び、それを創造的な活動へとつなげるこ 

とで、持続可能な地域づくりへの関心を高めるとともに、多世代間の交流を促進し、地域の 

活性化を目指す。 

    ②リコージャパン株式会社 さま 

      リコージャパンさんの「紙アプリ」を活用した体験型デジタルコンテンツ×TORICEF SDGs 

工作のコラボイベントを実施。 

子どもたちが楽しみながら創造力を発揮し、SDGs について学ぶ機会を提供する。工作を 

通じて SDGs を身近に感じてもらうとともに、デジタル技術を活用した新しい学びの形を体 

験することで、地域の子どもたちの興味・関心を広げ、多世代間の交流を促進し、地域活性 

化につなげることを目指す。 

・鳥取市役所の市役所の方との連携 

  →鳥取市役所内で、牛乳パックや空き箱を回収していただき、SDGs 工作イベントの材料として 

    利用した。(写真⑥) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真① ８/９ 明徳地区公民館での様子 
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写真② 11/９ 宮ノ下地区公民館での様子 写真③ １２/２１ 日進地区公民館での様子 

写真④ １２/１４ 湖山地区公民館での様子 写真⑤ ２/１ 遷喬地区公民館での様子 

写真⑥ 鳥取市役所さまに集めていただいた材料 写真⑦ 工作作品の一部 
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【今後の展望】 

① 地域との連携強化 

→地元企業や団体と協力し、工作の材料（牛乳パックやトイレットペーパーの芯など）を提供し

てもらうことで、地域資源を活用した循環型のイベントを目指す。また、企業とのコラボイベント

を実施することで、子どもたちが地域の産業や環境問題について学ぶ機会を創出し、地域活性

化につなげる。 

② 持続可能な仕組みの構築 

   →イベントの運営を地域住民や学生と協力して行い、地域内で継続的に開催できる体制を整 

える。さらに、イベントの成果を定量化し、SNS などで積極的に発信することで、取り組みの効

果を可視化し、より多くの人に関心を持ってもらうことを目指す。 

 

⇛今後も地域に根ざした SDGs の普及と、持続可能な地域づくりを実現していく 


